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第一部 【企業情報】 

第１ 【企業の概況】 

 
  

 
(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。 

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、第89期第２四半期連結累計期間並びに第89

期は、１株当たり四半期(当期)純損失であり、また潜在株式がないため記載しておりません。また、第90期

第２四半期連結累計期間は潜在株式がないため記載しておりません。 

４．第90期第２四半期連結累計期間の売上高及び経常利益並びに四半期純利益の大幅な増加は、当社グループの

主たる事業所である劇場歌舞伎座の再開によるものであります。 
  

前連結会計年度末に劇場歌舞伎座が竣工したことに伴い、第１四半期連結累計期間において、当社は、

劇場及び木挽町広場の店舗等の賃貸を開始しております。また、連結子会社は、劇場内及び木挽町広場等

の店舗にて食堂・飲食、売店の営業を開始しております。これに伴い、不動産賃貸事業、食堂・飲食事

業、売店事業の各セグメント別売上が、前第２四半期連結累計期間に比べ大幅に増加しております。 

関係会社については異動はありません。 

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第89期 

第２四半期 
連結累計期間

第90期 
第２四半期 
連結累計期間

第89期

会計期間
自 平成24年３月１日 
至 平成24年８月31日

自 平成25年３月１日 
至 平成25年８月31日

自 平成24年３月１日 
至 平成25年２月28日

売上高 (千円) 427,530 2,833,056 842,544 

経常利益又は経常損失(△) (千円) △99,362 457,311 △305,951 

四半期純利益又は四半期(当期)
純損失(△) 

(千円) △76,810 289,394 △206,292 

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △69,179 149,599 466,378 

純資産額 (千円) 8,457,459 9,071,777 8,989,715 

総資産額 (千円) 23,845,777 27,608,755 27,800,131 

１株当たり四半期純利益金額又
は四半期(当期)純損失金額(△) 

(円) △6.34 23.90 △17.04 

潜在株式調整後１株当たり 
四半期(当期)純利益金額 

(円) － － － 

自己資本比率 (％) 35.5 32.9 32.3 

営業活動による 
キャッシュ・フロー 

(千円) △121,502 1,649,928 △1,267,481 

投資活動による 
キャッシュ・フロー 

(千円) 426,028 △761,315 △1,403,762 

財務活動による 
キャッシュ・フロー 

(千円) △63,232 △267,957 2,633,119 

現金及び現金同等物の 
四半期末(期末)残高 

(千円) 885,804 1,227,041 606,385 

回次
第89期 

第２四半期 
連結会計期間

第90期 
第２四半期 
連結会計期間

会計期間
自 平成24年６月１日 
至 平成24年８月31日

自 平成25年６月１日 
至 平成25年８月31日

１株当たり四半期純利益金額又は
四半期純損失金額(△) 

(円) △3.28 13.92 

２ 【事業の内容】
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第２ 【事業の状況】 

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。 

なお、重要事象等は存在しておりません。 

  

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

  

(1) 業績の状況 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、デフレ脱却を目的とした経済政策・金融政策等の

効果により、円高修正や株高を起点とした景気回復の動きが確かなものとなることが期待される状況で

推移いたしました。 

当社グループにおきましては、平成25年２月に主たる事業所である劇場歌舞伎座の建替え工事を完了

し、３月１日に木挽町広場をオープン、４月２日には劇場歌舞伎座も開場いたしました。このような情

勢のもと、当第２四半期連結累計期間における売上高は2,833,056千円(前年同期比562.7％増)、営業利

益は447,119千円(前年同期は120,401千円の営業損失)、経常利益は457,311千円(前年同期は99,362千円

の経常損失)、四半期純利益は289,394千円(前年同期は76,810千円の四半期純損失)となりました。 

これをセグメント別にみると、不動産賃貸事業については、新劇場及び木挽町広場店舗等の賃料収入

により、売上高が897,471千円(前年同期比221.5％増)、セグメント利益は443,897千円(前年同期比

551.1％増)となりました。 

食堂・飲食事業については、新規店舗の増加により、売上高は530,951千円(前年同期比350.1％増)と

なりましたが、人件費の負担増、開業に伴う初期費用の発生及び劇場内店舗の営業開始が４月であった

こと等により、セグメント損失は49,301千円(前年同期はセグメント損失19,389千円)となりました。 

売店事業については、木挽町広場の新店舗及び劇場内の売店等が好調に推移したことにより売上高は

1,404,634千円(前年同期は30,409千円)、セグメント利益は302,582千円(前年同期は9,337千円)となりま

した。 
  

(2) 財政状態の分析 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ191,375千円減少し、

27,608,755千円となりました。 

(資産) 

流動資産は、前連結会計年度末に比べ73,862千円増加し、1,351,617千円となりました。主な要因

は、現金及び預金、たな卸資産の増加並びに未収消費税等の還付による減少であります。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べ265,238千円減少し、26,257,138千円となりました。主な要

因は、投資有価証券の時価評価による減少であります。 

(負債) 

流動負債は、前連結会計年度末に比べ79,369千円増加し、1,375,231千円となりました。主な要因

は、買掛金、前受金の増加並びに長期借入金から振替えたことによる1年内返済予定の長期借入金の

増加に対して、返済による短期借入金の減少並びに未払金の減少等であります。 

固定負債は、前連結会計年度末に比べ352,808千円減少し、17,161,747千円となりました。主な要

因は、流動負債に振替えたことによる長期借入金並びに長期前受金の減少、長期預り保証金の増加等

であります。 

(純資産) 

純資産は、前連結会計年度末に比べ82,062千円増加し、9,071,777千円となりました。主な要因

は、利益剰余金の増加並びにその他有価証券評価差額金の減少であります。 
  

１ 【事業等のリスク】

２ 【経営上の重要な契約等】

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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(3) キャッシュ・フローの状況の分析 

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」と言う)は、前連結会計年度末

に比べ620,655千円増加し、1,227,041千円となりました。 

  

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

営業活動による資金の増加は、1,649,928千円(前年同期は121,502千円の資金の減少)となりまし

た。これは主に税金等調整前四半期純利益460,411千円並びに還付による未収消費税等の減少591,550

千円によるものであります。なお、前年同期の資金の減少は、主に税金等調整前四半期純損失による

ものであります。 

  

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

投資活動による資金の減少は、761,315千円(前年同期は426,028千円の資金の増加)となりました。

これは主に有形固定資産の取得による支出によるものであります。なお、前年同期の資金の増加は、

有価証券(譲渡性預金)の償還による収入並びに有形固定資産の取得による支出によるものでありま

す。 
  

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

財務活動による資金の減少は、267,957千円(前年同期は63,232千円の資金の減少)となりました。

これは主に短期借入金の返済並びに配当金の支払によるものであります。なお、前年同期の資金の減

少は、主に配当金の支払によるものであります。 

  

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)の事業上及び財務上の

対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はありません。 
  

(5) 研究開発活動 

該当事項はありません。 

  

(6) 従業員数 

連結会社の状況 

当第２四半期連結累計期間において、当社及び連結子会社は、劇場歌舞伎座の開場に伴い、不動産賃

貸事業において２名、売店事業において５名それぞれ従業員数が増加しております。なお、臨時従業員

は食堂・飲食事業において59名、売店事業においては48名それぞれ増加しております。 
  

(平成25年８月31日現在)

 
(注) １  従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除いた就業人員であります。 

２  従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の平均雇用人員であります。 

３  全社(共通)は、総務及び経理等の管理部門の従業員数であります。 

  

セグメントの名称 従業員数(名) 

不動産賃貸事業 ２ 

食堂・飲食事業 
26 
(77) 

売店事業 
７ 
(52) 

全社(共通) 16 

合計
51 

(129) 
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第３ 【提出会社の状況】 

(1) 【株式の総数等】 

① 【株式の総数】 

  

 
  

② 【発行済株式】 

  

 
  

(2) 【新株予約権等の状況】 

    該当事項はありません。 

  

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】 

    該当事項はありません。 

  

(4) 【ライツプランの内容】 

    該当事項はありません。 

  

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】 

  

 
  

１ 【株式等の状況】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 28,000,000 

計 28,000,000 

種類
第２四半期会計期間末 

現在発行数(株) 
(平成25年８月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年10月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,170,000 12,170,000 
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数
1,000株

計 12,170,000 12,170,000 ― ―

年月日
発行済株式 
総数増減数 

(株)

発行済株式 
総数残高 
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高 
(千円)

資本準備金 
増減額 
(千円)

資本準備金 
残高 
(千円)

平成25年６月１日～ 
平成25年８月31日 

－ 12,170,000 － 2,365,180 － 2,405,394 
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(6) 【大株主の状況】 

平成25年８月31日現在 

 
  

(7) 【議決権の状況】 

① 【発行済株式】 
平成25年８月31日現在 

 
(注) 単元未満株式には、当社所有の自己保有株式294株が含まれております。 

  
② 【自己株式等】 

 
  

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。 

  

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

松竹株式会社 東京都中央区築地４－１－１ 1,665 13.68 

清水建設株式会社 東京都中央区京橋２－16－1 1,017 8.35 

みずほ信託銀行株式会社 退職給
付信託 松竹口 
再信託受託者 資産管理サービス
信託銀行株式会社 

東京都中央区晴海１－８－12 
晴海アイランドトリトンスクエア 
オフィスタワーＺ棟 

446 3.66 

日本マスタートラスト 
信託銀行株式会社 
(退職給付信託 松竹口) 

東京都港区浜松町２－11－３ 446 3.66 

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区丸の内１－３－３ 230 1.88 

株式会社ＴＢＳテレビ 東京都港区赤坂５－３－６ 150 1.23 

株式会社フジ・メディア・ホール
ディングス 

東京都港区台場２－４－８ 150 1.23 

日本テレビ放送網株式会社 東京都港区東新橋１－６－１ 150 1.23 

株式会社三越伊勢丹 東京都新宿区新宿３－14－１ 115 0.94 

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２－７－１ 115 0.94 

計 ― 4,484 36.85 

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 
(自己保有株式) 
普通株式 62,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 11,481,000 11,481 ― 

単元未満株式 普通株式 627,000 ― １単元(1,000株)未満の株式 

発行済株式総数  12,170,000 ― ― 

総株主の議決権 ― 11,481 ― 

  平成25年８月31日現在 

所有者の氏名 
又は名称

所有者の住所
自己名義 
所有株式数 

(株)

他人名義 
所有株式数 

(株)

所有株式数 
の合計 
(株)

発行済株式 
総数に対する
所有株式数 
の割合(％)

(自己保有株式) 
㈱歌舞伎座 

中央区銀座４－12－15 62,000 － 62,000 0.51 

計 ― 62,000 － 62,000 0.51 

２ 【役員の状況】
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第４ 【経理の状況】 

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。 

  

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成25年６月１

日から平成25年８月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年３月１日から平成25年８月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、新創監査法人による四半期レビューを受けております。 

  

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

２．監査証明について

― 7 ―



１【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成25年２月28日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年８月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 606,385 1,227,041

受取手形及び売掛金 22,429 22,629

たな卸資産 ※  19,263 ※  50,843

未収消費税等 591,550 －

繰延税金資産 6,903 11,893

その他 31,709 39,416

貸倒引当金 △487 △206

流動資産合計 1,277,755 1,351,617

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 11,737,971 11,665,995

土地 6,238,098 6,238,098

建設仮勘定 24,184 －

その他（純額） 444,307 507,010

有形固定資産合計 18,444,562 18,411,105

無形固定資産   

借地権 2,613,299 2,613,299

商標権 568 532

施設利用権 16,268 15,723

ソフトウエア 4,658 17,166

無形固定資産合計 2,634,794 2,646,721

投資その他の資産   

投資有価証券 4,822,888 4,605,657

長期前払費用 569,964 562,954

繰延税金資産 20,127 －

その他 32,733 33,393

貸倒引当金 △2,694 △2,694

投資その他の資産合計 5,443,019 5,199,311

固定資産合計 26,522,376 26,257,138

資産合計 27,800,131 27,608,755
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(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成25年２月28日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年８月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 27,752 303,572

短期借入金 200,000 －

1年内返済予定の長期借入金 23,000 331,500

未払金 625,737 166,277

未払法人税等 6,926 42,954

前受金 330,323 409,978

賞与引当金 11,402 15,912

1年内返還予定の預り保証金 30,000 30,000

その他 40,719 75,035

流動負債合計 1,295,861 1,375,231

固定負債   

長期借入金 2,477,000 2,168,500

長期未払金 136,470 117,270

長期前受金 14,371,257 14,224,852

繰延税金負債 287,705 327,548

退職給付引当金 37,549 40,381

長期預り保証金 204,573 261,029

その他 － 22,164

固定負債合計 17,514,555 17,161,747

負債合計 18,810,416 18,536,978

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,365,180 2,365,180

資本剰余金 3,256,073 3,256,367

利益剰余金 2,499,490 2,728,339

自己株式 △265,409 △272,694

株主資本合計 7,855,334 8,077,192

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,134,380 994,585

その他の包括利益累計額合計 1,134,380 994,585

純資産合計 8,989,715 9,071,777

負債純資産合計 27,800,131 27,608,755

― 9 ―



(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 
【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年３月１日 
 至 平成24年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年３月１日 
 至 平成25年８月31日) 

売上高 427,530 2,833,056

売上原価 344,960 2,104,617

売上総利益 82,569 728,438

販売費及び一般管理費   

人件費 127,612 150,969

賞与引当金繰入額 6,812 10,589

退職給付費用 2,181 7,031

租税公課 5,359 6,506

減価償却費 1,491 3,143

その他 59,513 103,079

販売費及び一般管理費合計 202,970 281,319

営業利益又は営業損失（△） △120,401 447,119

営業外収益   

受取利息 3,132 88

受取配当金 16,442 16,427

協賛金収入 － 5,720

その他 5,041 7,794

営業外収益合計 24,616 30,031

営業外費用   

支払利息 2,400 18,375

その他 1,178 1,463

営業外費用合計 3,578 19,839

経常利益又は経常損失（△） △99,362 457,311

特別利益   

固定資産受贈益 5,000 3,100

特別利益合計 5,000 3,100

特別損失   

投資有価証券評価損 10,961 －

有形固定資産除却損 10,230 －

特別損失合計 21,191 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△115,554 460,411

法人税、住民税及び事業税 1,108 38,601

法人税等調整額 △39,852 132,416

法人税等合計 △38,743 171,017

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△76,810 289,394

四半期純利益又は四半期純損失（△） △76,810 289,394
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【四半期連結包括利益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年３月１日 
 至 平成24年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年３月１日 
 至 平成25年８月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△76,810 289,394

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 7,631 △139,794

その他の包括利益合計 7,631 △139,794

四半期包括利益 △69,179 149,599

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △69,179 149,599
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年３月１日 
 至 平成24年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年３月１日 
 至 平成25年８月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△115,554 460,411

減価償却費 16,538 272,665

貸倒引当金の増減額（△は減少） △209 △281

賞与引当金の増減額（△は減少） △396 4,510

退職給付引当金の増減額（△は減少） 644 2,832

受取利息及び受取配当金 △19,574 △16,516

支払利息 2,400 18,375

投資有価証券評価損益（△は益） 10,961 －

固定資産受贈益 △5,000 △3,100

有形固定資産除却損 10,230 618

売上債権の増減額（△は増加） 9,728 △199

たな卸資産の増減額（△は増加） △3,234 △31,579

仕入債務の増減額（△は減少） △9,951 275,820

未収消費税等の増減額（△は増加） － 591,550

未払消費税等の増減額（△は減少） 524 36,709

長期未払金の増減額（△は減少） － △19,200

長期前受金の増減額(△は減少) △146,404 △146,404

預り保証金の増減額（△は減少） △2,664 －

長期預り保証金の増減額(△は減少) 490 56,456

その他 112,795 149,263

小計 △138,675 1,651,933

利息及び配当金の受取額 19,253 16,516

利息の支払額 － △15,152

法人税等の支払額 △2,080 △3,368

営業活動によるキャッシュ・フロー △121,502 1,649,928

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の償還による収入 1,800,000 －

有形固定資産の取得による支出 △1,380,431 △746,226

無形固定資産の取得による支出 － △15,089

保険積立金の払戻による収入 6,510 －

その他 △50 －

投資活動によるキャッシュ・フロー 426,028 △761,315

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の返済による支出 － △200,000

自己株式の処分による収入 － 2,415

自己株式の取得による支出 △4,164 △9,406

リース債務の返済による支出 － △2,014

配当金の支払額 △59,110 △59,060

その他 42 108

財務活動によるキャッシュ・フロー △63,232 △267,957

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 241,294 620,655

現金及び現金同等物の期首残高 644,509 606,385

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  885,804 ※  1,227,041
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【継続企業の前提に関する事項】 

 該当事項はありません。 
  
【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】 

 該当事項はありません。 
  
【会計方針の変更等】 

  

 
  
【注記事項】 

(四半期連結貸借対照表関係) 

  ※たな卸資産の内訳は次のとおりであります。 
 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係) 

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との

関係は、次のとおりであります。 

 
  

(株主資本等関係) 

前第２四半期連結累計期間(自 平成24年３月１日 至 平成24年８月31日) 

１．配当金支払額 

   
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの 

該当事項はありません。 
  
当第２四半期連結累計期間(自 平成25年３月１日 至 平成25年８月31日) 

１．配当金支払額 

   
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの 

該当事項はありません。 

当第２四半期連結累計期間 

(自 平成25年３月１日 至 平成25年８月31日)

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更) 
従来、当社及び連結子会社は、有形固定資産の建物及び構築物（平成10年４月１日以降に取得した

建物を除く）、機械装置及び運搬具、並びに、工具、器具及び備品の減価償却方法について定率法を
採用しておりましたが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更しております。 
 当社及び連結子会社は、長期安定的な収入をもたらす賃貸不動産を所有しており、減価償却につい
て、賃貸収益に対応する費用は賃貸期間にわたり均等に配分することが、より適正な費用配分とな
り、経営の実態を適切に表現できると判断したことによるものであります。 
この変更により、従来の方法によった場合と比べ、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利

益及び税金等調整前四半期純利益がそれぞれ267,246千円増加しております。 

 
前連結会計年度 

(平成25年２月28日)
当第２四半期連結会計期間 

(平成25年８月31日)

商品及び製品 13,777千円 41,691千円 

原材料及び貯蔵品 5,485千円 9,151千円 

 前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間
 (自 平成24年３月１日 (自 平成25年３月１日
   至 平成24年８月31日)   至 平成25年８月31日)

現金及び預金 885,804千円 1,227,041千円 

現金及び現金同等物 885,804千円 1,227,041千円 

決議 株式の種類
配当金の総額 

(千円)
１株当たり 
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月25日 
定時株主総会 

普通株式 60,554 5 平成24年２月29日 平成24年５月28日 利益剰余金

決議 株式の種類
配当金の総額 

(千円)
１株当たり 
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月29日 
定時株主総会 

普通株式 60,545 5 平成25年２月28日 平成25年５月30日 利益剰余金
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(セグメント情報等) 

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成24年３月１日 至 平成24年８月31日) 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注)１ セグメント利益又は損失(△)の調整額△178,523千円は、セグメント間取引消去△0千円、各報告セ

グメントに配分していない全社費用△178,523千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰
属しない一般管理費であります。 

    ２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失(△)と調整を行っております。 

  

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成25年３月１日 至 平成25年８月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注)１ セグメント利益又は損失(△)の調整額△250,059千円は、セグメント間取引消去△8,863千円、各報

告セグメントに配分していない全社費用△241,195千円であります。全社費用は、主に報告セグメント
に帰属しない一般管理費であります。 

    ２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２. 報告セグメントの変更等に関する事項 

    （有形固定資産の減価償却方法の変更） 

会計方針の変更等に記載の通り、当社及び連結子会社は、第１四半期連結会計期間より有形固定資

産の減価償却方法を変更しております。 

 これにより、従来の方法によった場合と比べ、当第２四半期連結累計期間のセグメント利益は、不

動産賃貸事業で252,237千円、食堂・飲食事業で10,056千円、売店事業で4,243千円それぞれ増加して

おります。 

     (単位：千円) 

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

不動産
賃貸事業

食堂・飲食
事業

売店事業 計

 売上高       

  外部顧客への売上高 279,146 117,974 30,409 427,530 － 427,530 

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高 

－ 34 52 87 △87 － 

計 279,146 118,008 30,462 427,617 △87 427,530 

セグメント利益又は損失(△) 68,174 △19,389 9,337 58,122 △178,523 △120,401 

     (単位：千円) 

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

不動産
賃貸事業

食堂・飲食
事業

売店事業 計

 売上高       

  外部顧客への売上高 897,471 530,951 1,404,634 2,833,056 ― 2,833,056 

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高 

115,936 989 260 117,186 △117,186 ― 

計 1,013,407 531,941 1,404,894 2,950,243 △117,186 2,833,056 

セグメント利益又は損失(△) 443,897 △49,301 302,582 697,178 △250,059 447,119 
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(１株当たり情報) 

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)及びその算定上の基礎は、以下のとお

りであります。 

 
 (注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、前第２四半期連結累計期間は、１株当たり

四半期純損失であり、また潜在株式が存在しないため記載しておりません。また、当第２四半期連結累

計期間は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

  

(重要な後発事象) 

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

項目 (自 平成24年３月１日 
至 平成24年８月31日) 

前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日 
至 平成25年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間

 １株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額
(△) 

△6円34銭 23円90銭 

  (算定上の基礎)   

 四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)(千円) △76,810 289,394 

 普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損失
金額(△)(千円) 

△76,810 289,394 

 普通株式の期中平均株式数(株) 12,110,396 12,108,612 

２ 【その他】
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】 

該当事項はありません。 
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平成25年10月７日

株式会社歌舞伎座 

取締役会  御中 

  
 

  
 

  

 

  

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株
式会社歌舞伎座の平成25年３月１日から平成26年２月28日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間
(平成25年６月１日から平成25年８月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年３月１日から平成25
年８月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、
四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ
た。 
  
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。 
  
監査人の責任 
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。 
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。 
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

  
監査人の結論 
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社歌舞伎座及び連結子会社の平成25
年８月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシ
ュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ
た。 
  
利害関係 
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上 
  

 
  

独立監査人の四半期レビュー報告書

新創監査法人 

指定社員 
業務執行社員 

 公認会計士    柳    澤    義    一    印 

指定社員 
業務執行社員 

 公認会計士    坂    下    貴    之    印 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。 

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 

 



【表紙】  

【提出書類】 確認書 

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項 

【提出先】 関東財務局長 

【提出日】 平成25年10月15日 

【会社名】 株式会社歌舞伎座 

【英訳名】 KABUKI-ZA CO., LTD. 

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長 大 谷 信 義 

【最高財務責任者の役職氏名】 該当事項はありません。 

【本店の所在の場所】 東京都中央区銀座四丁目12番15号 

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所 

 (東京都中央区日本橋兜町２番１号) 

  

  



当社代表取締役社長大谷信義は、当社の第90期第２四半期(自 平成25年６月１日 至 平成25年８月31

日)の四半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認いたしまし

た。 

  

確認に当たり、特記すべき事項はありません。 

１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

２ 【特記事項】
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